


り
、
山
菜
取
り
体
験
な
ど
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
平
成
15
年
に
ど
ぶ
ろ
く
特
区
を
申

請
し
、
16
年
に
製
造
許
可
が
お
り
て
、
ど

ぶ
ろ
く
製
造
米
の
田
植
え
体
験
も
含
め
て

お
客
さ
ん
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
こ
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
た
の
も
、
平
場
と
同
じ
よ
う
に
は

規
模
拡
大
が
で
き
な
い
中
山
間
地
の
農
業

経
営
の
多
角
化
を
考
え
て
の
こ
と
で
し

た
。
だ
か
ら
、
提
供
す
る
食
材
も
販
売
す

る
特
産
品
も
す
べ
て
地
元
の
も
の
を
使
っ

て
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

豪
雪
を
生
か
し
た
農
家
民
宿
に

尾
池

平
成
２
年
に
、
千
葉
県
船
橋
市

か
ら
妻
と
子
ど

も
３
人
と
と
も

に
津
南
町
に
Ｉ

タ
ー
ン
し
ま
し

た
。
農
地
を
購

入
し
家
を
作
っ

て
草
木
染
め
の
体
験
教
室
な
ど
を
運
営
し

て
い
ま
し
た
が
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
低

迷
が
続
き
ま
し
た
。
３
年
前
に
あ
る
県
職

員
と
知
り
合
い
に
な
り
、
農
家
民
宿
の
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
や
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
が
法
の
ク
リ
ア
が
難
し
く
、
あ

き
ら
め
か
け
て
た
と
こ
ろ
に
規
制
緩
和
の

話
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
青

天
の
霹へ
き

靂れ
き

で
、
泉
田
知
事
を
は
じ
め
い
ろ

い
ろ
県
の
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
昨
年
10

月
、
高
床
式
農
家
民
宿
認
定
第
１
号
と
し

て
開
業
し
ま
し
た
。
天
然
酵
母
の
パ
ン
づ

パネラー
佐 藤 健 一
（農家民宿「ほほえみ荘経営」、どぶろく製造）

尾 池 紀 一（農家民宿「サンベリー」経営）

若 井 明 夫
（貸し民家「みらい」経営、市民農園・どぶろく）

小林美佐子（越後田舎体験推進協議会事務局）

コーディネーター
小 林 強（新潟県農林公社地域指導部長）

アドバイザー
高 橋 公（ふるさと回帰支援センター事務局長）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

農
業
経
営
の
多
角
化
を
め
ざ
す

佐
藤

20
代
の
こ
ろ
４
〜
５
年
出
稼
ぎ

に
出
て
い
ま
し

た
が
、
い
つ
も

「
帰
る
田
舎
が

あ
っ
て
い
い

ね
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
耳
に

残
っ
て
い
ま
し
た
。
十
数
年
前
、
旧
牧
村

で
都
会
の
学
生
の
合
宿
を
受
け
入
れ
て
い

る
人
の
講
演
会
が
あ
り
、
そ
の
と
き
集
ま

っ
た
仲
間
で
農
家
民
宿
に
つ
い
て
勉
強
を

始
め
、
空
き
家
を
購
入
し
て
平
成
４
年
に

手
探
り
で
開
業
ま
し
た
。
田
植
え
や
稲
刈

農
家
民
宿
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
へ

小
林
美
佐
子

旧
東
頸
城
郡
の
エ
リ
ア

を
中
心
に
約
30

団
体
の
参
加
を

得
て
、
小
・
中

学
校
、
高
校
の

団
体
旅
行
に
80

メ
ニ
ュ
ー
の
田

舎
体
験
事
業
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
平
成

17
年
の
実
績
は
46
団
体
・
約
５
、
０
０
０

人
が
平
均
２
泊
（
＝
１
万
泊
）
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
１
泊
は
民
泊
で
、
子
ど
も
た
ち

に
も
保
護
者
に
も
評
判
が
良
く
、
口
コ
ミ

で
参
加
希
望
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
学
校
中
心
で
観
光
が
主
な

内
容
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
農
業
体

験
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
農
家

民
宿
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

小
林
　
強

首
都
圏
に
近
く
、
自
然
と

個
性
的
な
文
化

を
持
つ
こ
の
地

域
が
、
一
番
条

件
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
農
家

民
宿
は
、
女
性

に
も
高
齢
者
に
も
適
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。

ま
ず
、
行
動
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
農
家
民
宿
開
業
に
関
す
る
問
合
せ

十
日
町
地
域
振
興
局
企
画
振
興
部

1
７
５
７
―
５
５
１
７

く
り
な
ど
を
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
お

客
さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

豪
雪
の
中
で
け
な
げ
に
生
き
る
お
年
寄

り
や
雪
の
中
で
は
ぐ
く
ん
で
き
た
縄
文
文

化
、
こ
の
地
で
自
発
的
に
生
き
る
人
た
ち

を
結
び
な
が
ら
、
豪
雪
を
生
か
す
農
家
民

宿
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

食
糧
問
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る

若
井

空
き
家
を
活
用
し
た
貸
し
民
家

４
棟
と
特
区
に

よ
る
市
民
農

園
、
ど
ぶ
ろ
く

製
造
も
合
わ
せ

て
お
客
さ
ん
に

提
供
し
て
い
ま

す
。
都
市
に
な
い
魅
力
で
都
会
の
人
か
ら

来
て
も
ら
お
う
と
、
ま
ず
自
分
の
古
い
家

を
貸
し
出
す
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
１

棟
貸
し
切
り
が
気
に
入
ら
れ
た
の
か
、
連

泊
し
て
い
く
人
が
多
く
、
年
代
も
20
〜
40

代
の
グ
ル
ー
プ
や
家
族
連
れ
が
中
心
で
す
。

滞
在
期
間
中
、
「
た
だ
そ
こ
に
い
る
」
と

い
う
人
が
一
番
多
く
、
こ
こ
に
「
や
す
ら

ぎ
」
を
求
め
に
来
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
市
民
農
園
に
力
を
入
れ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
世
田
谷
区
の
グ

ル
ー
プ
は
自
然
食
品
の
店
を
開
店
し
、
こ

こ
で
と
れ
た
も
の
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
な
ど
で
実
証
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
食
糧
自
給
率
改
善
の
カ
ギ
は
、
こ
う

い
う
地
道
な
取
り
組
み
に
か
か
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

長
年
の
全
国
自
治
体
労
働
組
合
の
活
動

を
通
し
て
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
１
、

５
０
０
以
上
の
自
治
体
を
ま
わ
っ
て
い
る

の
で
、
今
日
本
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か

が
わ
か
り
ま
す
。
戦
後
の
奇
跡
の
復
興
・

世
界
に
冠
た
る
経
済
大
国
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
相
変
わ
ら
ず
「
ウ
サ
ギ
小
屋
」
と

い
わ
れ
る
家
に
住
み
、
自
殺
や
犯
罪
が
多

い
都
市
で
満
員
電
車
に
も
ま
れ
て
通
勤
・

通
学
す
る
生
活
を
続
け
て
い
て
、「
豊
か
で

幸
せ
」
と
心
の
底
か
ら
言
え
る
人
が
一
体

何
人
い
る
で
し
ょ
う
か
。

都
市
と
農
村
で
は
生
活
そ
の
も
の
が
違

い
ま
す
。
ど
ち
ら
が
豊
か
と
は
一
概
に
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
大
都
市
圏
に
住
む
人
の

多
く
は「
い
つ
か
は
田
舎
で
暮
ら
し
た
い
」

と
考
え
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
16
年
に
大
都
市
に
住
む
連
合
組
合
員

５
万
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
約
40
％
の
人
た

ち
が
「
農
村
に
移
り
住
み
た
い
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
８
年
に
国

が
実
施
し
た
調
査
結
果
26
％
か
ら
大
幅
に

伸
び
て
い
て
、
し
か
も
中
・
高
年
層
だ
け

で
な
く
、
若
い
世
代
で
も
ふ
る
さ
と
暮
ら

し
を
希
望
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
ど
う
し
て
こ
う
い
う
結
果
が
出
る

都
市
住
民
の
４
割
が
回
帰
希
望

「
都
市
生
活
者
の
５
万
人
の
ふ
る
さ
と

暮
ら
し
ニ
ー
ズ
調
査
」か
ら
見
え
て
く
る
も
の

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
　
高
　
橋
　
　
公

の
か
？
日
本
人
の
太
古
の
昔
か
ら
自
然
と

と
も
に
生
き
て
き
た
歴
史
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
に

蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
か
も
。
ふ
と
自
分
に

返
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
が
呼
び
覚
ま
さ
れ

て
「
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
そ
ば
や
う
ど

ん
を
打
っ
て
暮
ら
し
た
い
」
と
な
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

暮
ら
し
て
み
た
い
都
道
府
県
の
ベ
ス
ト

３
は
沖
縄
県
・
北
海
道
・
長
野
県
で
、
新

潟
県
は
第
８
位
と
有
望
で
す
。
こ
の
地
域

（
十
日
町
地
域
な
ど
）
が
そ
の
受
け
皿
と

な
れ
る
か
ど
う
か
は
、「
地
域
の
文
化
や
歴

史
を
大
事
に
し
て
、
誇
り
を
持
て
る
地
域

づ
く
り
」
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。「
雪
・
き
も
の
・
米
・
そ
ば
・

酒
・
縄
文
・
上
杉
謙
信
・
戊
辰
戦
争
」
な

ど
昔
か
ら
こ
の
地
域
で
営
ま
れ
て
き
た
こ

と
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
、

訪
れ
た
人
た
ち
の
心
を
つ
か
む
こ
と
で
す
。

市
と
し
て
「
都
市
住
民
受
け
入
れ
宣
言
」

を
し
、
古
民
家
や
空
き
家
を
利
用
し
た
農

家
民
宿
を
増
や
す
の
も
方
法
で
し
ょ
う
。

だ
れ
で
も
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

来
て
く
れ
る
人
を
選
ぶ
こ
と
も
重
要
で
す
。

情
報
を
も
ら
え
ば
、
当
セ
ン
タ
ー
は
十
分

支
援
で
き
ま
す
。
要
は
、
「
気
づ
い
た
人

か
ら
始
め
る
」
こ
と
で
す
。

3 2市報とおかまち『だんだん』平成18年2月10日号市報とおかまち『だんだん』平成18年2月10日号

～ 農家民宿開業のすすめ ～
農をビジネスに�

農家民宿や市民農園を開業するなど「農」を生

かしたビジネスに取り組む事例が増えています。

１月31日C、クロス10で130人が参加して「体験

交流ビジネス研修会～農家民宿開業のすすめ～」

（にいがた田舎暮らし推進協議会・十日町地域振

興局・上越地域振興局主催）が開催されました。

農村の新しい可能性について考えるため、基調講

演とパネルディスカ

ッションの模様を、

内容を抜粋して紹介

します。（敬称略）

越後田舎体験
事業

気
づ
い
た
ら
始
め
る

基
調講

演



１月27日F、昨年11月に市長から総合計画審議

会（水落明会長）に諮問された総合計画基本構想

（試案）の答申が、市役所で行われました。

答申に付された主な意見をお知らせします。市で

はこの答申を受けて総合計画基本構想の最終調整を

行い、３月市議会に提案します。

なお、「答申書」「基本構想（試案）」の全文は、市

ホームページに掲載します。

http://www.city.tokamachi.niigata.jp/

答
申
書
に
付
さ
れ
た

意
見
書
の
概
要

全
　
　
般

●
２
０
０
７
年（
団
塊
の
世
代
の
定
年
退
職
）
問
題
・

２
０
１
０
年
（
ほ
く
ほ
く
線
）
問
題
に
つ
い
て
重

要
課
題
と
し
て
捉
え
、
そ
の
対
策
を
基
本
計
画
の

中
で
検
討
願
い
た
い
。

●
定
住
人
口
が
大
幅
に
減
少
す
る
と
予
測
す
る
中
、

１
０
０
万
人
の
交
流
人
口
増
、
平
成
27
年
に
は
推

計
に
対
し
、
約
１
、
０
０
０
人
の
定
住
人
口
増
を

予
測
し
て
い
る
。
基
本
計
画
の
中
で
こ
れ
ら
を
達

成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
願

い
た
い
。

地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
も
つ

創
造
性
豊
か
な
人
づ
く
り

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
全
・

安
心
・
元
気
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

●
基
本
理
念
の
「
自
主
自
立
」
す
る
地
域
を
推
進
す

る
た
め
に
、
「
社
会
教
育
」
の
記
述
を
能
動
的
表

現
で
あ
る
「
生
涯
学
習
」
に
変
更
願
い
た
い
。

●
国
体
を
控
え
「
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
）」
が
必
要
に
な
る
。
基
本

構
想
、
基
本
計
画
の
中
で
検
討
願
い
た
い
。

雪
国
文
化
や
地
域
資
源
を

生
か
し
た
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

●
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、
新
た
な
産
業
の
創
出
・

企
業
誘
致
を
視
野
に
入
れ
、
早
急
に
誘
致
条
件
の

整
備
（
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
）
を
行
う
と
と
も
に
、

中
長
期
的
・
大
局
観
に
立
っ
た
市
条
例
の
制
定
な

ど
を
、
基
本
計
画
の
中
で
検
討
願
い
た
い
。

●
計
画
的
な
土
地
利
用
に
基
づ
い
て
、
地
域
が
有
す

る
環
境
や
風
土
を
保
全
し
つ
つ
、
冬
期
間
に
お
け

る
住
民
の
日
常
活
動
や
経
済
活
動
を
維
持
で
き
る

諸
施
策
、
並
び
に
都
市
部
の
人
を
誘
致
で
き
る
制

度
を
基
本
計
画
の
中
で
検
討
願
い
た
い
。

●
克
雪
・
利
雪
を
最
重
要
課
題
と
捉
え
取
り
組
む
こ

と
を
、
基
本
計
画
の
中
で
検
討
願
い
た
い
。

●
市
内
ど
こ
で
も
充
実
し
た
高
度
な
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
ま
た
救
急
体
制
に
お
い
て
も
現
在
の

サ
ー
ビ
ス
水
準
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
基
本
計
画

の
中
で
検
討
願
い
た
い
。

●
自
発
的
に
参
加
で
き
る
健
康
づ
く
り
や
市
民
ぐ
る

み
の
健
康
づ
く
り
団
体
の
育
成
、
ま
た
健
康
・
医

療
・
福
祉
な
ど
三
者
の
機
関
や
施
設
が
連
動
し
た

施
策
を
、
基
本
計
画
の
中
で
検
討
願
い
た
い
。

人
・
自
然
・
産
業
と
ふ
れ
あ
え
る
、

も
て
な
し
の
心
で
迎
え
る
体
験
交
流
づ
く
り

●
農
業
就
労
希
望
者
、
都
会
の
人
、
定
年
退
職
者
へ

の
貸
し
田
圃
や
貸
し
農
園
な
ど
の
実
施
と
そ
の
受

け
入
れ
田
圃
や
農
園
、
住
宅
な
ど
の
整
備
に
つ
い

て
、
基
本
計
画
で
具
体
的
に
検
討
願
い
た
い
。

●
首
都
圏
だ
け
で
な
く
広
く
国
際
的
な
観
光
交
流
に

つ
い
て
、
基
本
計
画
の
中
で
検
討
願
い
た
い
。

●
問
合
せ
‥
総
合
政
策
課
企
画
政
策
係

1
７
５
７
―
３
１
１
１（
内
線
２
３
１
）
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緑
豊
か
な
自
然
環
境
や
雪
国
の
風
土
と

調
和
し
た
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

水落総合計画審議会会長（右）から答申を受け取る
大島助役 総

合
計
画
 基
本
構
想
を
答
申
�

▼
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

保
坂
美
紀
（
十
日
町
）、
古
澤
省
吾
、
柳
裕

輝
、
齋
木
智
裕
、
児
玉
翔
平
、
春
日
菖
吾
、

野
上
茉
弥
（
以
上
吉
田
）、
宮
沢
大
志
（
水

沢
）、
中
島
由
貴
（
中
里
）、
本
山
育
未
（
松

之
山
）、
柳
　
凌
、
小
嶋
な
つ
み
（
松
代
）

▼
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

樋
口
琢
磨
、
相
澤
里
奈
、
関
谷
唯
（
以
上

松
代
）、
山
本
孝
徳
（
中
条
）

▼
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

高
橋
紘
弥
、
吉
田
拓
人
、
徳
永
康
介
、
太

平
翔
、
井
川
智
之
、
金
澤
郁
馬
、
小
林
由

貴
、
恩
田
悠
、
小
林
祐
佳
、
瀧
澤
三
咲
子
、

桑
原
麻
里
（
以
上
十
日
町
）、
鈴
木
直
人
、

尾
身
大
地
、
春
日
貴
登
、
中
島
有
基
、
中

沢
建
太
、
高
橋
渉
、
小
林
美
貴
、
田
村
真

理
、
恩
田
紫
央
里
（
以
上
十
日
町
総
合
）、

岸
本
拓
矢
、
小
堺
里
志
、
山
岸
徹
、
春
日

孝
平
、
五
十
嵐
太
博
（
以
上
松
代
）

▼
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

滝
沢
和
史
、
高
橋
範
行
、
高
橋
亜
季
（
以

上
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
）
、
村
山
草
太

（
小
出
　
松
之
山
中
出
）

第
43
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
２
月
５
日
a
〜
８
日
d
新
潟
県
妙
高
市
）

第
61
回
国
民
体
育
大
会

冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

（
２
月
18
日
g
〜
22
日
d
群
馬
県
片
品
村
）

第
55
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
２
月
３
日
f
〜
７
日
c
秋
田
県
鹿
角
市
）

▼
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

高
橋
紘
弥
、
小
林
由
貴
（
以
上
十
日
町
高
）、

中
島
有
基
、
小
林
美
貴
（
以
上
十
日
町
総

合
高
）、
桑
原
慎
太
郎
（
日
本
大
学
　
水
沢

中
出
）、
井
川
純
一
（
日
本
大
学
　
下
条
中

出
）、
丸
山
智
恵
（
日
本
大
学
　
十
日
町
総

合
高
出
）、
関
谷
有
希
（
日
本
大
学
　
松
代

高
出
）、
佐
藤
昭
則
（
十
日
町
消
防
署
）

▼
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

福
崎
翼
（
中
央
大
学
　
十
日
町
高
出
）、

後
藤
伸
昭
（
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

▼
複
合

星
名
知
彦
（
十
日
町
市
役
所
）

第
20
回
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ホ
ッ
ケ
ー
全
国
大
会

（
３
月
25
日
g
〜
26
日
g
千
葉
県
浦
安
市
）

▼
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー

倉
俣
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
　

南
雲
裕
斗
、
高
野
涼
丞
、
滝
澤
千
尋
、
鈴

木
幹
広
、
滝
澤
元
気
、
大
島
卓
巳
、
斎
喜

愛
、
高
野
の
ぞ
み
、
高
橋
芽
以
、
滝
澤
仁

美
、
山
田
美
喜
子
、
大
口
貴
裕
（
以
上
倉

俣
小
学
校
）

１月27日F、十日町保健センターで平成17年度スキー各種全国大会十日町市出場選手

報告及び激励壮行会が開催されました。会場には中・高生を中心に35人の選手が集まり、

所属校の先生による選手紹介の後、代表者による全国大会に向けての決意表明が行われま

した。十日町高校の高橋紘弥選手は「十日町の名を全国にとどろかせるようチーム一丸と

なってがんばります。応援よろしくお願いします」と力強く決意を述べました。



事　業　内　容

7 市報とおかまち『だんだん』平成18年2月10日号

障
害
の
種
別
ご
と
に
複
雑
に
組
み
合
わ

さ
れ
て
い
た
施
設
・
事
業
体
系
が
、
10
月

か
ら
次
の
表
の
よ
う
な
体
系
に
な
り
ま
す
。

（注１）支給決定を受けた人が属する住民票上の世帯のことです。ただし、税制上世帯主などの扶養控除とならず、かつ健康保険の被
扶養者になっていない場合には、特例的に障害者とその配偶者を別世帯としてみなすことができます。

〈福祉サービスにかかる利用者負担額の月額負担上限額〉

〈自立支援医療にかかる自己負担の月額負担上限額〉

●
問
合
せ
先

福
祉
課
障
害
福
祉
係

1
７
５
７
│
３
１
１
１（
内
線
１
４
１
）

※
育
成
医
療
に
つ
い
て
は
、
十
日
町
地
域

振
興
局
健
康
福
祉
部
地
域
保
健
課
1
７

５
７
│
２
４
０
０
へ
。

雪の事故に注意！

18
年
4
月
か
ら
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

障
害
者
福
祉
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
障
害
の
種
類
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
に
か
か

わ
ら
ず
、
同
じ
制
度
に
よ
り
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
や
「
自
立
支
援
医

療
（
公
費
負
担
医
療
）
」
の
提
供
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
制
度
の
安
定
的
な
運
用
を
目
指
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
を
含
め
た
み

ん
な
で
支
え
あ
う
仕
組
み
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。
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障害者福祉制度が
大きく変わります

18年4月から

真
っ
先
に
運
ぶ

職
員
が
運
ぶ
で
っ
か
い
木
箱
。
な
に
や
ら

あ
わ
て
て
い
る
雰
囲
気
で
す
。

こ
こ
は
十
日
町
市
博
物
館
。
文
化
財
防
火

デ
ー
の
１
月
26
日
e
、
同
館
の
文
化
財
防
火

訓
練
が
行
わ
れ
た
と
き
の
ス
ナ
ッ
プ
で
す
。

職
員
が
運
び
出
し
て
い
る
こ
の
箱
は
非
常
持

ち
出
し
品
で
、
火
災
な
ど
の
非
常
時
に
真
っ

先
に
運
び
出
す
も
の
。
中
に
何
が
入
っ
て
い

る
か
っ
て
？
　
も
ち
ろ
ん
、
新
潟
県
唯
一
で

縄
文
土
器
と
し
て
は
初
め
て
国
宝
と
な
っ
た
、

あ
の
「
火
焔
型
土
器
」
で
す
。
だ
か
ら
訓
練

も
真
剣
そ
の
も
の
。

ホ
ン
ト
に
本
物
が
入
っ
て
い
る
の
？
　
そ

れ
は
や
っ
ぱ
り
、
訓
練
中
に
災
害
に
遭
っ
て

は
困
り
ま
す
か
ら
…
。

18

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

現
在
、
支
援
費
制
度
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

支
給
を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
更
生
医

療
費
や
精
神
通
院
医
療
費
公
費
負
担
の
支

給
を
受
け
て
い
る
人
で
、
４
月
１
日
以
降

も
引
き
続
き
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
は
、
新
制
度
に
よ
る
支
給
申
請
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
新
制
度
の
詳
細
な

説
明
や
申
請
の
時
期
な
ど
は
個
別
に
通
知

し
ま
す
。

新
制
度
に
よ
る
支
給
申
請
手
続
き

●
対
象
者

更
生
医
療
、
育
成
医
療
、
精
神
通
院
医

療
費
公
費
負
担
の
対
象
者
で
、
一
定
所
得

未
満
の
人
（
対
象
疾
病
の
範
囲
は
従
来
ど

お
り
）

自
立
支
援
医
療

●
対
象
者

身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
の

あ
る
人

●
自
己
負
担

原
則
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
１
割

が
自
己
負
担
で
す
が
、
負
担
上
限
額
の
設

定
、
個
別
減
免
な
ど
の
負
担
軽
減
措
置
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
入
所
通
所
施
設
の
食

費
・
光
熱
費
の
実
費
分
は
利
用
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

※
４
月
か
ら
新
制
度
に
よ
る
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
給
決
定
の
流
れ

利
用
す
る
に
あ
た
り
、
申
請
後
、
市
が

設
置
し
た
審
査
会
の
審
査
･
判
定
に
基
づ

く
障
害
程
度
区
分
の
認
定
を
受
け
、
こ
れ

に
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定
を
し

ま
す
。

※
現
在
、
支
援
費
制
度
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
人
は
、
４
月
以
降
に
認

定
調
査
を
行
い
ま
す
。

訓練等給付

世　帯　区　分（注１） 月額負担上限額

生活保護世帯

市民税非課税世帯１【市民税非課税世帯で、障害者または障害児の保護者の

収入が年間80万円（障害基礎年金2級相当額）以下】

市民税非課税世帯２【上記以外の市民税非課税世帯】

市民税課税世帯

0円

1 5 , 0 0 0 円

2 4 , 6 0 0 円

3 7 , 2 0 0 円

自立訓練、就労移行支援、就労継続支援、

グループホーム（共同生活援助）

地 域 生 活
支 援 事 業

移動支援、地域活動支援センター（創作活
動、社会との交流促進など）

介 護 給 付

体 系 名

居宅介護（ホームヘルプ）、行動援護、
短期入所、児童デイサービス、
障害者支援施設の夜間ケア
（施設入所支援）など

世　帯　区　分（注２） 月額負担上限額

生活保護世帯

市民税非課税世帯１【市民税非課税世帯で、障害者
または障害児の保護者の収入が年間80万円（障害基
礎年金2級相当額）以下】

市民税課税世帯

【市民税所得割額2万円未満】

市民税非課税世帯２

【上記以外の市民税非課税世帯】

市民税課税世帯

【市民税所得割額2万円以上20万円未満】

市民税課税世帯

【市民税所得割額20万円以上】

0円

2 , 5 0 0 円

5 , 0 0 0 円

医療保険の負担上限額（注３）

医療保険の負担上限額（注４）

対象外（通常の保険診療）（注５）

（注２）世帯の単位は住民票上の家族ではなく、同じ医療保険に加入している家族を同一世帯とします。
（注３）育成医療は負担上限額10,000円。疾病程度などによっては、負担上限額5,000円

（更生・育成・精神）
（注４）育成医療は負担上限額40,200円。疾病程度などによっては、負担上限額10,000円

（更生・育成・精神）
（注５）疾病程度などによっては対象となり（1割負担）、20,000円の負担上限額が設定されます。

障害者福祉制度が
大きく変わります

●
自
己
負
担

医
療
費
の
１
割
が
自
己
負
担
で
す
が
、

世
帯
の
所
得
水
準
等
に
応
じ
て
１
か
月
当

た
り
の
負
担
上
限
額
を
設
定
し
ま
す
。

※
４
月
か
ら
新
制
度
に
よ
る
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

●雪下ろしは足元・軒先に注意！

●除雪機に近づかない！

運転は慎重に！

●ガス漏れ・灯油漏れをチェック！



▼
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ

ビ
」
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と
接
続
す
る

だ
け
で
視
聴
で
き
ま
す
。

▼
「
い
ま
ま
で
の
テ
レ
ビ
」
は
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
用
チ
ュ
ー
ナ
を
取
り
付
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
各
戸
で
は
ブ
ー
ス
タ
ー
の
調
整
や
一
部

機
器
の
交
換
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。▼

共
同
受
信
施
設
は
Ｖ
Ｈ
Ｆ
帯
の
み

を
利
用
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
施
設
で
受
信
機
や
増
幅
器
、
ケ

ー
ブ
ル
の
改
修
が
必
要
で
す
。
国
で
は
１

０
０
世
帯
対
応
の
施
設
で
４
５
０
万
円
、

50
世
帯
対
応
で
３
７
０
万
円
の
経
費
が
か

か
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ

の
金
額
に
は
各
家
庭
ま
で
の
同
軸
ケ
ー
ブ

ル
の
張
替
え
費
用
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

▼
共
同
受
信
施
設
の
改
修
が
完
了
し
な
い

限
り
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ
を
購

入
し
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
共
同
受
信
ア
ン
テ
ナ
で
見
て
い
る
場
合

で
も
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
な
る
と
、

個
別
に
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
こ
と
で
直

接
受
信
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
ビ
ル
陰
・
山
陰

な
ど
電
波
が
さ
え
ぎ
ら
れ
て
し
ま
う
場
合

な
ど
は
個
別
ア
ン
テ
ナ
に
よ
る
直
接
受
信

が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

▼
ア
ン
テ
ナ
が
不
要
に
な
る
の
で
、

雪
に
よ
る
破
損
な
ど
維
持
管
理
の
心
配
が

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
Ｓ
Ｔ
Ｂ
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
用
ア
ダ
プ

タ
）
に
接
続
す
る
こ
と
で
従
来
の
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
で
も
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
別
途
料
金
で
多
チ

ャ
ン
ネ
ル
放
送
も
視
聴
で
き
ま
す
。

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
が
団
体
契
約
に
で
き
、

割
安
に
な
り
ま
す
。

▼
基
本
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
を
１
世
帯

１
契
約
す
れ
ば
、
複
数
台
の
テ
レ
ビ
を
接

続
で
き
ま
す
。

▼
市
で
は
平
成
18
年
度
に
詳
細
な
実

施
設
計
を
行
い
、
19
年
度
か
ら
着
工
し
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
完
了
ま
で
に
は
工
事

を
完
了
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
予
定

ど
お
り
進
む
と
、
サ
ー
ビ
ス
は
早
い
地
域

で
19
年
度
末
か
ら
開
始
さ
れ
、
工
事
完
了

し
た
地
域
か
ら
順
次
拡
大
し
て
い
く
予
定

で
す
。
な
お
、
工
事
着
手
順
は
未
定
で
す
。

●地上デジタル放送に
関する詳しい情報は、

総務省
（http://www.soumu.go.jp/）

または

&地上デジタル放送推進協会
（http://www.d-pa.org/）

のホームページをご覧ください。

●問合せ：総合政策課情報政策係
1757－3111（内線233）

▼
チ
ャ
ン
ネ
ル
構
成
は
検
討
中
で
す
。

基
本
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
に
含
め
る
と
Ｎ
Ｈ

Ｋ-

Ｂ
Ｓ
受
信
料
が
自
動
的
に
必
要
と
な

り
ま
す
。
民
間
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
無

料
で
受
信
で
き
ま
す
。

▼
共
聴
組
合
の
施
設
を
改
修
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
共
聴
組
合
も
解
散
で

き
ま
す
。
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デ
ジ
タ
ル
方
式
で
は
、
従
来
の
ア
ナ

ロ
グ
方
式
と
比
べ
て
、
よ
り
高
品
質
な
映

像
と
音
声
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

【
高
画
質
・
高
音
質
】

▼
基
本
放
送
は
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
と
な

り
、
臨
場
感
あ
る
画
像
や
Ｃ
Ｄ
並
み
の
音

声
に
な
り
ま
す
。

▼
「
ゴ
ー
ス
ト
」（
テ
レ
ビ
画
像
の
二
重
写

し
）、
チ
ラ
つ
き
、
雑
音
の
な
い
映
像
と
音

声
で
す
。

▼
ひ
と
つ
の
放
送
局
か
ら
標
準
画
質
で
３

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
番
組
を
放
送
で
き
ま
す
。

【
く
ら
し
に
役
立
つ
デ
ー
タ
放
送
な
ど
】

▼
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
、
料
理
レ
シ
ピ

な
ど
を
、
い
つ
で
も
テ
レ
ビ
画
面
で
確
認

で
き
ま
す
。

▼
１
週
間
先
ま
で
の
番
組
案
内
を
表
示
で

き
、
見
た
い
番
組
の
検
索
や
録
画
予
約
が

簡
単
に
で
き
ま
す
。（
Ｅ
Ｐ
Ｇ
）

【
双
方
向
サ
ー
ビ
ス
】

▼
電
話
回
線
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を

つ
な
ぐ
こ
と
で
、
ク
イ
ズ
番
組
へ
の
参
加

や
、
音
楽
番
組
へ
の
リ
ク
エ
ス
ト
、
テ
レ

ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
双
方
向
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
高
齢
者
・
障
害
者
に
優
し
い
】

▼
字
幕
放
送
や
解
説
放
送
が
充
実
し
ま
す
。

聞
き
取
り
に
く
い
場
合
は
音
声
の
速
度
を

遅
く
で
き
ま
す
。

【
移
動
体
で
も
よ
く
見
え
る
】

▼
携
帯
電
話
や
自
動
車
な
ど
、
移
動
し
な

が
ら
で
も
乱
れ
の
少
な
い
ク
リ
ア
な
放
送

が
受
信
で
き
ま
す
。

▼
視
聴
者
へ
の
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
た
め
＝
高
画
質
、
デ
ー
タ
放
送
、

通
常
そ
の
ま
ま
使
用
可
能
で
す
が
、

損
傷
や
不
具
合
が
あ
れ
ば
交
換
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
で
す
。

（
現
在
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
あ
れ
ば
、
通

常
そ
の
ま
ま
使
用
可
能
で
す
）

▼
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
Ｖ
Ｈ
Ｆ
と
Ｕ

Ｈ
Ｆ
の
２
つ
で
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
は
Ｕ
Ｈ
Ｆ
の
電
波
で
放
送

さ
れ
ま
す
。

双
方
向
サ
ー
ビ
ス

▼
国
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
電
波
の
有
効

利
用
の
た
め
＝
少
な
い
周
波
数
で
よ
り
多

く
の
情
報
を
送
れ
ま
す
。
空
い
た
周
波
数

は
激
増
す
る
携
帯
電
話
な
ど
、
無
線
機
器

の
周
波
数
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

関
東
･
中
京
･
近
畿
か
ら
始
ま
っ
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
、
い
よ

い
よ
今
年
４
月
か
ら
新
潟
（
弥
彦
山
送
信
所
）
で
も
開
始
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
５
年
後
の
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
７
月
24
日
B
に
は
ア

ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
か
ら
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
完
全
移
行
し
ま

す
。
そ
の
と
き
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
は
、
そ
の
ま
ま
で
は

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

「
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
」に
な
る
と
ど
う
な
る
の
か
、各
家
庭
で

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
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個別にアンテナを設置して見る場合

〈現行テレビで地上デジタル放送を見る場合の接続例〉

ケーブルテレビで見る場合

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
っ
て

な
に
？

ＱＡ
テ
レ
ビ
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

ＱＡ
共
同
受
信
ア
ン
テ
ナ
で

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
場
合
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

ＱＡ

基
本
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
放
送
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
？

ＱＡ
家
に
テ
レ
ビ
が
２
台
以
上

あ
る
場
合
は
ど
う
な
る
の
？

ＱＡ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

加
入
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

ＱＡ

共
聴
組
合
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
加
入
す
る
場
合
は

ど
う
な
る
の
？

ＱＡ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
は

い
つ
か
ら
加
入
で
き
る
の
？

ＱＡ 各
家
庭
で
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
見
る
に
は

市
で
計
画
し
て
い
る

高
速
情
報
通
信
網
整
備
事
業

ア
ン
テ
ナ
は
ど
う
す
る
の
？

ＱＡ
現
在
の
宅
内
配
線
は

ど
う
な
る
の
？

ＱＡ

な
ぜ
、デ
ジ
タ
ル
化
す
る
の
？

ＱＡ
（
前
号
の
Ｑ
＆
Ａ
の
続
き
で
す
）
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

今
年
７
月
23
日
a
か
ら
９
月
10
日
a
ま

で
開
催
さ
れ
る
第
３
回
大
地
の
芸
術
祭
に

向
け
て
、
各
地
区
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
活
動
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

【
上
野
地
区
】

作
家
宿
し
ゅ
く

南な
み

泉
さ

ん
の
作
品
「
紙
の

家
」
が
中
子
芝
生

広
場
に
設
置
さ
れ

る
予
定
で
す
。
こ

の
作
品
は
古
材
や

古
紙
で
小
さ
な
家

を
作
り
、
「
再
生

（
＝
震
災
か
ら
の

復
興
）
」
を
表
現

す
る
も
の
で
す
。
材
料
の
１
つ
で
あ
る
牛

乳
パ
ッ
ク
が
必
要
な
た
め
、
昨
年
10
月
か

ら
町
内
３
か
所
に
宿
南
さ
ん
お
手
製
の
回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
（
写
真
）
、
牛
乳

パ
ッ
ク
の
回
収
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
橘
地
区
】

橘
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
倉
庫
に
、
作
家

塩
澤
徳
子
さ
ん
の
作
品
「
ラ
イ
ス
・
ア
ー

山桜正美関（松里協会西横綱）の土俵入り

星 取 り 表

第
３
回
大
地
の
芸
術
祭

川
西
エ
リ
ア
の
動
き

『
１
人
ひ
と
り
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
大

勢
集
ま
れ
ば
大
き
な
こ
と
が
で
き
る
』
こ

れ
は
、
か
わ
に
し
雪
ま
つ
り
の
目
玉
イ
ベ

ン
ト
「
ピ
ー
ス
to
ピ
ー
ス
」
の
合
言
葉
で

す
。
こ
の
た
び
、
ピ
ー
ス
to
ピ
ー
ス
第
３

弾
の
タ
イ
ト
ル
が
『
翔
け
明
日
へ
』
に
決

定
し
ま
し
た
。

今
回
の
ピ
ー
ス
to
ピ
ー
ス
は
、
小
さ
な

折
り
紙
を
積
み
木
の
よ
う
に
積
上
げ
、
大

き
な
作
品
を
作
る
こ
と
か
ら
、「
市
民
１
人

ひ
と
り
の
強
い
心
を
集
め
て
、
そ
れ
を
大

災
害
か
ら
復
興
へ
の
礎
と
し
、
明
日
へ
の

大
き
な
元
気
を
つ
く
り
出
そ
う
！
」
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ピ
ー
ス
to
ピ
ー
ス
に
取
り
組

ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
か
ら
は
、「
地
震
や
豪
雪
を

乗
り
越
え
ら
れ
る
の
は
、
大
勢

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」

「
川
西
町
が
、
ほ
か
の
市
町
村

と
合
併
し
て
大
き
な
力
と
な
っ

た
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
生
か
し

続
け
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
十
人
十
色
か

ら
一
人
十
色
へ
。
川
西
に
は
そ
の
と
き
ど

き
で
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
考
え
方
や
思
い

を
持
っ
た
住
民
が
、
ご
く
自
然
に
集
ま
り

大
き
な
パ
ワ
ー
と
な
っ
て
行
動
す
る
長
所

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
ピ
ー
ス
to
ピ
ー
ス

が
、
ど
ん
な
作
品
に
仕
上
が
る
の
か
期
待

に
胸
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。
さ
あ
皆
さ
ん
も

い
っ
し
ょ
に
「
ピ
ー
ス
to
ピ
ー
ス
！
」

か
わ
に
し
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
　
1
７
６
８
―
４
９
５
１

問合せ

翔
け
明
日
へ

①
ピ
ー
ス
to
ピ
ー
ス
第
３
弾
の
作
品
に
必

要
な
パ
ー
ツ
（
折
り
紙
）
の
作
成
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

②
折
り
紙
手
芸
の
作
品
作
り
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。
制
作
し
た
作
品
は
３
月
５
日

a
の
本
ま
つ
り
会
場
に
展
示
し
た
後
、

公
共
施
設
な
ど
に
寄
贈
し
ま
す
。

か
わ
に
し
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

ス
」
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
地
で
取
れ

た
お
米
で
、
縦
５
・
４
ｍ
×
横
9
ｍ
の
世

界
地
図
を
制
作
す
る
も
の
で
、
一
粒
一
粒

丁
寧
に
積
み
重
ね
て
い
く
と
い
う
大
変
根

気
の
い
る
作
品
で
す
。
材
料
と
な
る
古
米

の
提
供
を
、
作
品
の
紹
介
と
と
も
に
地
区

に
呼
び
か
け
、
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

【
仙
田
地
区
】

川
西
エ
リ
ア

に
新
た
に
設
置

さ
れ
る
作
品
の

う
ち
、
半
数
近

く
が
こ
の
地
区

で
展
開
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
作
家
や

そ
の
制
作
補
助

な
ど
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
「
こ
へ
び
隊
」
が
、

地
域
の
伝
統
・
文
化
に
触
れ
よ
う
と
、
積

極
的
に
現
地
に
入
っ
て
い
ま
す
。
１
月
14

日
a
に
行
わ
れ
た
大
白
倉
の
伝
統
行
事

「
バ
イ
ト
ウ
」
で
は
、
作
家
の
宿
南
さ
ん

や
こ
へ
び
隊
合
わ
せ
て
十
数
人
が
バ
イ
ト

ウ
の
制
作
や
夜
の
宴
に
参
加
し
、
住
民
の

皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

２
月
〜
３
月
に
か
け
て
各
地
区
で
雪
上

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
趣
向
を
凝
ら

し
た
楽
し
い
ゲ
ー
ム
な
ど
が
計
画
さ
れ
て

い
る
の
で
、
ご
家
族
で
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
詳
し
く
は
、
後
日
配
布
さ
れ
る
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
上
布
川
地
区
　
２
月
12
日
a

旧
東
川
小
学
校

■
浦
田
地
区
　
　
２
月
25
日
g

浦
田
小
学
校

■
松
里
地
区
　
　
２
月
26
日
a

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

■
松
之
山
小
学
校
区
　
３
月
５
日
a

松
之
山
小
学
校

■
下
布
川
地
区
　
３
月
12
日
a

下
布
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ
│
│

豪
雪
な
ん
て
吹
き
飛
ば
そ
う

「第３回豪雪と温泉の松之山全国俳句大会」（主

管：松之山風花句会）が１月15日a・16日bの２日

間、松之山温泉で開催されました。大雪の影響でキャ

ンセルが相次いだため、参加者は県内を中心に30人

と前回の半分以下でした。これに先立ち昨年秋から募

集していた兼題句には、全国20都道府県から166人

596句の応募が寄せられました。

大会１日目は、松之山温泉の奇祭「むこ投げ・すみ

塗り」を吟行しました。２日目は旅館ひなの宿「千歳」

で句会が開催され、兼題句・大会句の優秀句の表彰も

行われました。一人３句ずつ投句した大会句で最高得

票を得たのは樋

熊鐘余子
か ね よ し

さん

（新座４）で、そ

の中で「生きる

すべ雪に習いて

雪に住む」の句

に得票が集まり

ました。

「生きるすべ雪に習ひて雪に住む」

松之山全国俳句大会が開催

１
月
の
大
相
撲
初
場
所
に
合
わ
せ
、
取
組
み
の
勝
敗
を
予
想
す
る
星
取
り
が
、
今
年
も

松
之
山
地
域
の
６
つ
の
相
撲
協
会
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
２
０
５
人
の
力
士
が
15
日
間

の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

千
秋
楽
の
１
月
22
日
a
、
各
協
会
で
は
力
士
が
参
加
し
て
大
納
会
が
行
わ
れ
、
得
点
の

高
い
順
番
に
横
綱
、
大
関
、
そ
し
て
最
下
位
の
序
ノ
口
ま
で
の
番
付
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

68
人
が
参
加
し
た
松
里
相
撲
協
会
で
は
、
温
泉
ス
キ
ー
場
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
会
場
に

行
わ
れ
、
昨
年
に
続
い
て
女
性
力
士
が
東
横
綱
と
な
り
優
勝
杯
を
手
に
し
ま
し
た
。
化
粧

回
し
を
つ
け
た
横
綱
が「
ヨ
イ
ッ
シ
ョ
ー
」の
掛
け
声
と
と
も
に
力
強
い
土
俵
入
り
を
披
露

す
る
と
大
納
会
は
最
高
潮
に
達
し
、参
加
力
士
か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

各
地
区
で
相
撲
星
取
り
を
楽
し
む

※降雪の状況により、期日の変更、
中止もあります。

協会名 番付 力士名 点数

水梨
横　綱 松竹梅良介 93

協会名 番付 力士名 点数

松里
東横綱 インス美也子 96

大　関 富 王 一 男 91 西横綱 山 桜 正 美 93

小谷
横　綱 男根山俊一 92

藤倉
東横綱 兄 歯 勝 94

大　関 峡田川利義 90 西横綱 さくらジジ忠一 89

東横綱 全笑楽　満 91
布川

東横綱 孫 桜 京 子 97
湯山

西横綱 甲斐山清一郎 90 西横綱 関 羽 勝 男 95
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将
来
は
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
仕

事
に
就
き
た
い
と
思
い
、
２
年

間
東
京
で
ト
レ
ー
ナ
ー
の
専
門

学
校
へ
通
い
ま
し
た
。
主
に
マ

ッ
サ
ー
ジ
や
テ
ー
ピ
ン
グ
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
勉
強
で
す
。

地
元
を
離
れ
て
み
て
、
人
の
温

か
み
の
あ
る
故
郷
の
よ
さ
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

し
て
い
ま
す
。
会
員
の
人
た
ち

と
相
談
を
し
て
、
そ
の
人
が
希

望
す
る
そ
の
人
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組

ん
だ
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
や
補
助
を

し
た
り
す
る
仕
事
で
す
。
地
元
で
自
分
の
知

識
を
生
か
し
た
、
自
分
の
夢
に
近
い
仕
事
に

就
く
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

会
員
の
人
た
ち
が
「
ひ
ざ
が
治
っ
て
楽
に

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
」
な
ど
と
効
果
が

あ
っ
て
喜
ん
で
く
れ
た
と
き
、
や
っ
て
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い

っ
て
も
構
え
ず
に
、
買
い
物
途
中
に
立
ち
寄

っ
て
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
を
こ
い
で
い
く
と
か
、

ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
い
く
と
か
、
も
っ
と
気

軽
に
施
設
を
利
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
・
機
能

回
復
の
お
役
に
立
ち
た
い
で
す
。
さ
ら
に
経

験
を
積
ん
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
、
い
ろ
い
ろ

な
人
や
場
所
に
対
応
し
た
指
導
が
で
き
る
よ

う
知
識
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
理
学
療
養
士
や
柔
整
士
の
資

格
も
取
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

目黒幸枝さん　
1983年生まれ

十日町市総合体育館勤務

気軽に楽しくトレーニングしませんか

先月の佐藤利昭さんからバトンタッチ。

8

おなべのふたとケータイがお気に入りのおもち
ゃです。最近は少しずつお話もできるようになり
ました。お家では毎日３匹の小犬と追いかけっこ
して遊ぶ元気いっぱいのしゅうちゃんです。

みやざわ　しゅうとちゃん　
平成16年10月14日生まれ　
伊達第2

宮沢　秀翔　
ちゃん

高橋　萌杏
ちゃん

「いないいないばー」のグルグルドカーンが大
好き。リズムに合わせてうーたんといっしょに体
操するのが日課です。好き嫌いなく何でも食べる
もあちゃんは、大のおじいちゃんっ子です。

たかはし　もあちゃん　
平成16年3月25日生まれ　
倉俣

8

仙
田
地
区
は
、
旧
川
西
町
の
西
部
柏
崎
市

（
旧
高
柳
町
）
と
の
境
に
位
置
し
、
中
仙

田
・
室
島
・
小
脇
・
高
倉
・
田
戸
・
赤
谷
・

岩
瀬
・
大
倉
・
大
白
倉
・
小
白
倉
の
集
落
か

ら
成
り
た
っ
て
い
ま
す
。

「
仙
田
」
の
由
来
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
室
島
地
内
に
あ
る
新し

浮ぶ

海み

川か
わ

本も
と

神
社

が
鎌
倉
時
代
に
創
設
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
定
す
る
と
、
８
０
０
年

以
上
前
か
ら
村
落
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

仙
田
は
、東
は
関
田
山
脈
と
向
か
い
あ
い
、

西
に
八
石
山
山
脈
を
背
負
っ
て
、
真
ん
中
を

渋
海
川
が
貫
流
す
る
と
い
う
独
特
な
地
形
環

境
に
あ
り
ま
す
。
古
く
か
ら
仙
田
郷
と
呼
ば

れ
て
一
村
を
形
成
し
、
幕
府
の
直
轄
地
と
し

て
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

中
仙
田
地
内
に
は
、
平
成
13
年
７
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
仙
田
体
験
交
流
館
「
キ
ラ
リ
」

が
あ
り
ま
す
。
仙
田
地
区
の
農
業
と
農
村
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
建
設
さ
れ
た

施
設
で
、
農
村
景
観
や
生
活
文
化
な
ど
を
活

用
し
て
、
交
流
・
集
会
・
実
習
・
展
示
な
ど

を
多
面
的
に
行
い
、
新
し
い
農
村
・
元
気
な

農
村
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
赤
谷
地
内
に
は
、
県
指
定
天
然
記

念
物
「
赤
谷
十
二
社
の
大
ケ
ヤ
キ
」
が
あ
り

ま
す
。
目
通
り
周
囲
10
ｍ
、
高
さ
46
ｍ
、
推

定
樹
齢
８
０
０
年
の
巨
木
で
、
昭
和
33
年
３

月
に
県
指
定
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

白
倉
の
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
、
岩
瀬
ホ
タ
ル
の
里

を
は
じ
め
、
小
白
倉
の
も
み
じ
引
き
、
大
白

倉
の
バ
イ
ト
ウ
な
ど
と
い
っ
た
地
域
独
特
の

行
事
も
盛
ん
で
す
。

15

・中仙田

・室　島

・小　脇

・高　倉

・田　戸

・赤　谷

・岩　瀬

・大　倉

・大白倉

・小白倉　

仙田地区
（旧川西町）

仙田体験交流館の付帯施設「河童の吊橋」

こ
れ
ま
で
の
基
本
健
康
診
査(

住

民
健
診
）
は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
、

心
臓
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
の
早

期
発
見
や
予
防
を
中
心
に
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
か
ら
は
、
生
活
習
慣

病
対
策
と
あ
わ
せ
て
、
栄
養
状
態
の

改
善
や
機
能
訓
練
、
痴
ほ
う
予
防
な

ど
、
高
齢
者
が
介
護
に
頼
る
こ
と
な

く
健
康
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
、

介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
質
問
票
や

検
査
項
目
を
新
た
に
追
加
し
ま
す
。

病
気
の
発
見
や
予
防
だ
け
で
な
く
、

老
化
の
サ
イ
ン
を
い
ち
早
く
発
見
し
、

適
切
な
行
動
を
と
る
た
め
に
も
、
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

①
65
歳
以
上
の
人
に
は
、
受
診
票
に

質
問
票
を
同
封
し
ま
す
。
運
動
機

能
・
栄
養
状
態
・
口
腔
機
能
・
物

忘
れ
な
ど
に
関
す
る
質
問
事
項
に
、

「
は
い
」
と
「
い
い
え
」
で
お
答

え
い
た
だ
く
簡
単
な
内
容
で
す
。

事
前
に
記
入
し
、
健
診
会
場
に
受

診
票
と
い
っ
し
ょ
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

②
質
問
票
や
問
診
の
内
容
に
よ
り
、

必
要
と
判
断
さ
れ
た
人
に
、
血
清

ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査
を
行
い
ま
す
。

栄
養
状
態
を
調
べ
る
血
液
検
査
で
、

ね
た
き
り
に
な
ら
な
い
生
活
を
保

つ
た
め
に
役
立
て
ま
す
。

市
報
２
月
25
日
号
と
い
っ
し
ょ
に
、

各
世
帯
に
各
種
検
診
申
込
書
を
配
布

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
で
行
う
各
種

検
診
の
申
込
み
を
受
け
付
け
る
と
と

も
に
、
皆
さ
ん
の
健
康
診
断
の
受
診

状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

受
診
希
望
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

３
月
７
日
c
ま
で
に
町
内
の
嘱
託
員

（
支
所
に
よ
り
組
長
・
保
健
推
進
員
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

各
種
検
診
の
詳
し
い
内
容
や
申
込

書
の
記
入
方
法
は
、
申
込
書
に
同
封

す
る
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
に
も

力
を
い
れ
て
い
き
ま
す

新
年
度
か
ら
65
歳
以
上
の
人
の
基
本
健
康

診
査
（
住
民
健
診
）が
一
部
変
わ
り
ま
す
！ 問合せ

健康支援課成人保健係
TEL757-3111（内線126）

変
更
点
は

次
の
と
お
り
で
す

各
種
検
診
の
申
込
み
が
始
ま
り
ま
す
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１月28日g・29日aの２日間、市民会館で第４回妻有演

劇まつりが開催されました。参加団体・演目は、28日が六日

町高校演劇部「ロミオとジュリエット」、十日町高校演劇部

「改善の余地ナシ」（写真）、小千谷高校演劇部＆小千谷西高

校演劇部「夢の中で」、29日が小出高校演劇部「真夏の夜の

夢」、塩沢商工高校演劇部「銀河鉄道によせて」、劇団御の字

「暗闇から手を伸ばせ'06」で、それぞれ古典をモチーフにし

た作品やオリジナル作品を上演しました。会場は、感動的な

シーンやユーモラスな表現のときには拍手や笑いが自然にわ

きあがり、ステージと客席が一体になっていました。

平
成
17
年
度
新
潟
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
市

報
と
お
か
ま
ち
「
だ
ん
だ
ん
」
は
、
広
報
紙
・

広
報
写
真
の
３
部
門
で
次
の
と
お
り
上
位
入
賞

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

広
報
紙
／
市
の
部：

知
事
賞
（
12
月
25
日
号
）

広
報
写
真
／
一
枚
写
真
の
部：

入
選
１
（
６
月

25
日
号
表
紙
）
組
み
写
真
の
部：

知
事
賞
（
11

月
10
日
号
表
紙
）

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

親
し
ま
れ
る
広
報
紙
作
り
に
努
め
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

熱演に喝采　妻有演劇まつり

星取りにわく松代地域の大相撲初場所

市
報
が
知
事
賞
２
冠
！

復
興
へ
向
け
て
ド
ン
ド
コ
ド
ン

tokamachi topics

１月18日d、アテネ五輪銅メダリストで昨年のレスリング

天皇杯全日本選手権女子72キロ級で10連覇を達成した浜口

京子選手と、同選手権女子59キロ級で優勝した山本聖子選

手が、キナーレ前の仮設住宅を訪れ、中越大震災で被災した

入居者を慰問しました。両選手は、一軒一軒訪ねては豪雪の

中での生活の苦労を聞き、一人ひとりと握手を交わして「か

ぜなどひかないようにして春を迎えてください」と励まして

いました。このあと２人は日本レスリング協会の福田富昭会

長、丸山秀二副会長、金浜良コーチとともに田口市長を表敬

訪問、豪雪災害対策本部などを激励してまわりました。

１
月
30
日
b
、
水
落
敏
栄
参
議
院
議
員
ほ
か

秋
元
司
、
荻
原
健
司
、
岸
信
夫
、
北
川
イ
ッ
セ

イ
、
山
本
順
三
の
５
人
の
参
議
院
議
員
に
よ
る

川
治
仮
設
住
宅
（
明
石
公
園
内
）
の
雪
下
ろ
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
役
所
で

の
要
望
会
の
後
、
６
人
は
約
40
分
間
の
雪
下
ろ

し
を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
重
い
雪
に
ほ
か
の
議
員
が
驚
く
中
、

水
落
議
員
は
ス
コ
ッ
プ
、
荻
原
議
員
は
ス
ノ
ー

ダ
ン
プ
を
見
事
に
使
い
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

作
業
を
終
え
た
皆
さ
ん
の
顔
に
、
雪
の
重
さ
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

女子レス浜口・山本選手が豪雪見舞い

国
会
に
伝
え
て
ほ
し
い
重
さ

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3111内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

松代地域の大相撲初場所は、豪雪に閉ざされたまちに活気をもたら

す真冬の伝統娯楽です。始まりは古く、大正後期にさかのぼります。

今年も、松代地域の３集落で５つの協会に20部屋が組まれ、参加者

（力士）320人が悲喜こもごもの15日間を楽しみました。

この大相撲は、初場所の15日間毎日10番の勝敗による点取り合戦

を行い、合計点数の多い力士から番付が決まります。最終日千秋楽に

は、協会ごとに表彰式や横綱の優勝祝賀会なども行われ、激戦を勝ち

抜いた力士たちは美酒に酔いしれます。時代は変わっても、今も根強

い人気で参加者が集まる松代地域の大相撲は、先人の活力が生んだ守

り続けたい伝統娯楽です。

県内10番目のコミュニティＦＭ放送局「エフエムとおかまち」（78.3

MHZ）が開局しました。２月４日g、クロス10で開局記念セレモニ

ーが実施され、正午からその模様が２時間の特別番組として放送され

ました。これに先立ち、１月26日e午後１時30分にはキナーレ２階

のスタジオから試験電波が発信され、第一声がラジオから流れると、

村山政文㈱エフエムとおかまち代表取締以下スタッフ全員が万歳をし

て祝いました。第一声を発した高野綾子アナウンサー（27歳）は、

「とても緊張しましたが頑張ろうという気持ちもわきました。リスナ

ーの皆さんがにっこり・ほっこり笑顔になれるような、あったかいラ

ジオにしていきたいと思います」と笑顔で話しました。

２
月
４
日
g
、
市
民
会
館
で
震
災
復
興
コ
ン

サ
ー
ト
「
て
ん
て
こ
ま
い
か
ら
ド
ン
ド
コ
ド
ン
」

（
県
職
員
互
助
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

音
楽
を
通
し
て
被
災
住
民
へ
の
激
励
と
、
被
災

地
の
芸
能
団
体
の
交
流
・
発
表
を
目
的
に
行
わ

れ
、
地
元
か
ら
は
火
焔
太
鼓
、
赤
倉
太
鼓
が
出

演
し
た
ほ
か
、
小
千
谷
市
や
旧
山
古
志
村
な
ど

か
ら
も
訪
れ
伝
統
芸
能
を
披
露
し
ま
し
た
。
ゲ

ス
ト
出
演
の
十
日
町
市
出
身
の
歌
手
・
蘭
燃
さ

ん
は
十
日
町
中
学
校
の
生
徒
と
共
演
。
力
強
く

美
し
い
歌
声
に
、
会
場
を
埋
め
た
満
員
の
観
客

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ほっこりラジオ・
エフエムとおかまちが開局

横綱を授かる竜天王旬子関（大日本松代相撲協会）

左から北川、岸、水落、山本、秋元、荻原の各議員
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融雪作業の強力助っ人参上

Ａ
Ｅ
Ｄ
で
早
い
応
急
手
当
を

1月29日aから２月７日cにかけて、市民体育館駐車場や仮設住宅

など市内５か所で、コンテナとシャワーを組み合わせたような一風変

わった機械による除雪作業が行われました。北海道の融雪機械メーカ

ーが、融雪データ測定と企業ボランティアの一環として行なったもの

で、業務用は１時間に22.5トン、家庭用は同３トンの雪をとかすこ

とができる機械が使用され、重機で投入する雪の塊をどんどんとかし

ていました。担当の湯川崇さんは「北海道の雪に比べ２倍はとけにく

いと感じましたが、地元の人たちの反応を見る限りは、思っていたよ

りも効果は出ていたようです」と話していました。ダンプ排雪に比べ

コストが低いとされる融雪機械。今後の効果的活用が期待されます。

１
月
21
日
g
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
除
細
動
（
電

気
シ
ョ
ッ
ク
）
の
実
技
講
習
が
、
十
日
町
地
域

消
防
本
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
救
急
現
場
に

居
合
わ
せ
た
人
の
速
や
か
な
応
急
手
当
の
重
要

性
か
ら
、
十
日
町
市
中
魚
沼
郡
医
師
会
の
主
催

で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
市
内
外
の
医
療
機
関
や

福
祉
施
設
か
ら
医
師
や
看
護
師
な
ど
55
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
病
院
で
容
体
が
急

変
し
た
人
の
応
急
手
当
を
す
る
と
い
う
想
定
で

行
わ
れ
、
参
加
者
は
消
防
職
員
の
指
導
の
も
と
、

本
番
さ
な
が
ら
の
講
習
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

tokamachi topics

当
間
高
原
一
帯
の
こ
れ
か
ら
の
地

域
活
性
化
を
目
指
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
講
演
会
だ
け
の

参
加
も
で
き
ま
す
。
●
日
時
＝
３
月

12
日
a
午
後
１
時
〜
３
時
30
分
●
会

場
＝
水
沢
公
民
館
●
問
合
せ
＝
十
日

町
地
域
整
備
部
計
画
調
整
課
（
1
７

５
７
│
５
４
０
８
）

市
内
在
住
の
人
を
対
象
に
し
た
今

年
初
め
て
の
開
催
で
す
。
ふ
る
っ
て

参
加
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
２
月
25

日
g
正
午
〜
午
後
４
時
30
分
●
会
場

＝
ク
ロ
ス
10
●
参
加
費
＝
５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
無
料
）
●
申
込
み
＝

２
月
20
日
b
ま
で
に
市
内
各
公
民

館
・
情
報
館
●
問
合
せ
＝
百
人
一
首

を
楽
し
む
会
（
北
越
保
育
園
内
1
７

５
７
│
３
８
６
０
）

●
日
時
＝
２
月
24
日
f
午
後
１
時
〜

４
時
30
分
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
参

加
費
＝
無
料
●
講
演
＝
テ
ー
マ
「
地

域
情
報
化
に
お
け
る
放
送
と
通
信
の

役
割
」
①
県
内
地
上
波
放
送
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
状
況
‥
新
潟
総
合
テ
レ
ビ

②
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
放
送
を
使
っ
た
地
域
情

報
化
の
取
組
み
‥
上
越
地
域
活
性
化

機
構
③
十
日
町
市
の
地
域
情
報
化
計

画
に
つ
い
て
‥
十
日
町
市
役
所
④
地

域
情
報
化
と
地
域
経
営
‥
早
稲
田
大

学
教
授
●
問
合
せ
＝
妻
有
ネ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
1
７
５
０
│
２
０
３
５
）

●
日
時
＝
２
月
23
日
e
午
後
７
時

（
開
場
６
時
30
分
）〜
９
時
●
会
場
＝

ク
ロ
ス
10
●
参
加
費
＝
無
料
●
定
員

＝
２
５
０
人
●
講
師
＝
セ
ー
ラ
・
マ

リ
・
カ
ミ
ン
グ
ス
●
講
演
＝
「
先
進

地
に
学
ぶ
元
気
な
街
づ
く
り
」
●
問

合
せ
＝
十
日
町
商
工
会
議
所
Ｔ
Ｍ
Ｏ

事
務
局
（
1
７
５
７
│
５
１
１
１
）

18
年
４
月
１
日
〜
11
月
30
日
の
間

の
管
理
人
を
募
集
し
ま
す
。
●
募
集

人
数
＝
１
人
●
応
募
資
格
＝
昭
和
16

年
４
月
１
日
以
降
生
ま
れ
で
、
自
動

車
普
通
免
許
を
有
し
屋
外
作
業
の
で

き
る
健
康
な
人
●
業
務
内
容
＝
開
閉

時
の
施
錠
及
び
見
回
り
、
利
用
料
金

の
徴
収
・
管
理
な
ど
●
勤
務
時
間
＝

昼
間
勤
務
‥
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
・
夜
間
勤
務
‥
午
後
５
時

〜
午
後
10
時
●
時
給
＝
昼
間
‥
８
０

０
円
・
夜
間
‥
１
、
０
０
０
円
●
試

験
方
法
＝
面
接
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
３
月
10
日
f
ま
で
に
履
歴
書
を
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
（
1
７
５
２
│
４
３

７
７
）
へ
提
出

18
年
４
月
１
日
付
け
の
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
●
募
集
人
数
＝
１
人
●

応
募
資
格
＝
昭
和
51
年
４
月
１
日
以

降
生
ま
れ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
が

あ
り
健
康
な
人
●
業
務
内
容
＝
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

（
市
体
育
協
会
パ
ー
ト
職
員
を
兼
務
）

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です

地
域
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー

セ
ー
ラ
が
十
日
町

ま
　
ち

に

や
っ
て
く
る

百
人
一
首
を
楽
し
む
会

十
日
町
市
総
合
公
園

管
理
人
募
集

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

当
間
高
原
一
帯
の

こ
れ
か
ら
の
地
域
活
性
化

十
日
町
市
総
合
体
育
館

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
募
集

合
併
記
念

十
日
町
地
域

Ｉ
Ｃ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー

十日町市では、平成13年に「とおかまち男女平等プラン」を策定し、男性も女性もいきいきと自分らし

い生き方ができるよう事業を進めています。合併を記念し“男女共同参画ことはじめ”として開催するこの

フォーラムで、男女共同についていっしょに考えてみませんか。各地区の団体、グループによる人気物産の

即売会も行います。

日　時 ２月26日A 午後１時～４時30分

会　場 市民会館（学校町１）

参加費 無料（手話通訳・保育ルームあります）

内　容 ◎基調講演 「いろんな家族でいいじゃないか」

講師　石川伊織（県立新潟女子短期大学助教授）

◎ピアノ＆フルート演奏

佐々木和子・野原千代・丸田悠太

◎パネルディスカッション 「なあに？　男女共同参画って」

パネラー　田口直人・羽鳥輝子・齋喜節子・

奥平百合・柳明美　

アドバイザー　石川伊織

コーディネーター　岡元眞弓　

【申込み・問合せ】 総合政策課行革協働係 1757－3111（内線231）

１
月
29
日
a
、
松
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
20
回
上

石
巌
杯
争
奪
十
日
町
市
松
代
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

選
手
権
大
会
（
十
日
町
市
教
育
委
員
会
主
催
）
が

開
催
さ
れ
、
上
中
越
の
小
・
中
学
校
及
び
ス
キ
ー

チ
ー
ム
合
わ
せ
て
56
団
体
、
４
９
６
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
今
回
の
大
会
に
は
、

関
係
者
を
含
め
て
お
よ
そ
２
、
０
０
０
人
が
集
ま

り
、
選
手
と
観
客
一
体
と
な
っ
て
大
会
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

※
上
石
巌
氏
（
上
越
市
出
身
）
は
１
９
３
２
年
の

レ
ー
ク
プ
ラ
シ
ッ
ド
冬
季
五
輪
（
50
㎞
走
）
に

出
場
し
た
戦
前
の
日
本
を
代
表
す
る
ス
キ
ー
ヤ

ー
・
指
導
者
で
、
大
正
15
年
か
ら
昭
和
６
年
ま

で
松
代
小
学
校
に
勤
務
し
ま
し
た
。

２
月
１
日
d
、
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー

ス
で
第
１
回
十
日
町
地
区
小
学
校
親
善
ス
キ
ー
大

会
（
十
日
町
市
小
学
校
体
育
連
盟
主
催
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
十
日
町
地
域
の
小
学
校
15
校
の

５
・
６
年
生
３
６
８
人
が
集
ま
り
、
寒
風
の
中
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
２
０
０
９
年
国
体
に
向
け
て
整
備
中

の
コ
ー
ス
が
使
用
さ
れ
、
応
援
に
来
た
大
人
た
ち

も
驚
く
ほ
ど
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ
り
ま
す
。
ス

タ
ー
ト
直
後
に
は
河
岸
段
丘
の
高
低
差
60
ｍ
を
一

気
に
登
る
坂
道
が
あ
り
、
選
手
た
ち
は
周
囲
の
声

援
を
受
け
な
が
ら
必
死
に
な
っ
て
駆
け
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

第
１
回
十
日
町
地
区

小
学
校
親
善
ス
キ
ー
大
会

ゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒートゴール直前のデッドヒート

スタート直後の坂道の攻防

市
内
各
地
域
で
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

豪
雪
に
負
け
ず
に
が
ん
ば
る
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

未
来
の
国
体
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
目
指
し
て

第
20
回
上
石
巌
杯
争
奪

十
日
町
市
松
代
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
選
手
権
大
会
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●
勤
務
時
間
＝
週
25
時
間
程
度
で
変

則
勤
務
有
り
●
時
給
＝
８
４
０
円

（
有
資
格
者
９
０
０
円
）●
試
験
方
法

＝
面
接
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月

10
日
f
ま
で
に
、
履
歴
書
を
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
1
７
５
２
│
４
３
７
７
）

へ
提
出

18
年
４
月
１
日
付
け
の
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
●
募
集
人
数
＝
１
人
●

応
募
資
格
＝
昭
和
51
年
４
月
１
日
以

降
生
ま
れ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
が

あ
り
健
康
な
人
●
業
務
内
容
＝
一
般

事
務
（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
業
務
を

兼
務
）
●
勤
務
時
間
＝
週
20
時
間
程

度
で
変
則
勤
務
有
り
●
時
給
＝
８
４

０
円
●
試
験
方
法
＝
面
接
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
３
月
10
日
f
ま
で
に
、

履
歴
書
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
1
７

５
２
│
４
３
７
７
）
へ
提
出

18
年
４
月
１
日
付
け
の
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
●
募
集
職
種
・
人
数
＝

①
看
護
職
員
‥
２
人
②
理
学
療
養
士

ま
た
は
作
業
療
法
士
‥
２
人
③
介
護

支
援
専
門
員
‥
１
人
④
介
護
職
員：

５
人
●
応
募
資
格
＝
①
看
護
師
ま
た

は
准
看
護
師
免
許
を
取
得
ま
た
は
取

得
見
込
み
②
理
学
療
養
士
ま
た
は
作

業
療
法
士
免
許
を
取
得
ま
た
は
取
得

見
込
み
③
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格

④
介
護
福
祉
士
ま
た
は
ヘ
ル
パ
ー
２

級
資
格
以
上
●
勤
務
場
所
＝
三
好

園
・
三
好
園
し
ん
ざ
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス

み
よ
し
台
●
面
接
日
＝
２
月
25
日
g

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
19
日
a

ま
で
に
、
履
歴
書
と
免
許
・
資
格
が

分
か
る
も
の
を
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
三
好
園
（
〒
９
４
９
│
８
６
０
３

十
日
町
市
下
条
３
│
４
８
５
│
１
1

７
５
６
│
２
１
０
６
）
へ
提
出
（
当

日
消
印
有
効
）

今
年
度
の
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
申

請
は
、
２
月
20
日
b
で
締
切
り
ま
す
。

来
年
度
の
申
請
書
は
、
市
報
３
月
10

日
号
と
い
っ
し
ょ
に
配
布
し
ま
す
。

●
問
合
せ
＝
保
険
年
金
課
国
保
係

（
内
線
１
６
４
）

第
３
号
被
保
険
者
（
厚
生
・
共
済

年
金
保
険
な
ど
に
加
入
す
る
人
の
被

扶
養
配
偶
者
）
の
届
出
が
遅
れ
た
場

合
、
そ
の
資
格
取
得
は
２
年
前
ま
で

し
か
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
17
年
度
か
ら
は
、
社
会

保
険
事
務
所
に
「
第
３
号
被
保
険
者

の
特
例
の
届
出
」
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
２
年
以
上
前
の
期
間
も
第
３
号

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

被
保
険
者
期
間
と
し
て
取
扱
い
、
将

来
そ
の
分
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
●

問
合
せ
＝
新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六

日
町
事
務
所
（
1
０
２
５
│
７
７
０

│
２
２
１
１
）

雪
害
に
よ
り
、
住
宅
や
家
財
に
損

害
を
受
け
た
と
き
は
、
確
定
申
告
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

雑
損
控
除
の
損
失
額
に
は
豪
雪
に
よ

る
家
屋
の
倒
壊
を
防
止
す
る
た
め
の

雪
下
ろ
し
費
用
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
問
合
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
十
日
町
税
務
署

（
1
７
５
２
│
３
１
８
１
）

市
税
の
納
付
は
、
18
年
度
か
ら
ひ

と
り
１
税
目
に
つ
き
１
つ
の
納
付
方

法
（
口
座
）
に
な
り
ま
す
。
税
金
の

納
付
方
法
を
合
併
前
か
ら
引
き
継
い

で
い
る
こ
と
か
ら
、
中
に
は
複
数
の

納
付
方
法
（
口
座
）
が
登
録
さ
れ
て

い
る
人
が
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
に

は
郵
送
で
お
知
ら
せ
す
る
の
で
確
認

の
う
え
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
＝
税
務
課
管
理
収
納
係
（
内

線
１
１
５
）

市
内
小
・
中
学
校
（
指
定
校
）
の

体
育
館
や
武
道
館
な
ど
を
主
に
夜
の

時
間
帯
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
に

開
放
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
1
７
５
７
│
４
３
７
７
）

ま
た
は
各
教
育
事
務
所
へ

前
号
と
い
っ
し
ょ
に
配
付
し
た
市

勢
要
覧
覧
「
散
歩
み
ち
」
を
、
１
冊
８

０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
購
入

を
希
望
す
る
人
は
、
市
役
所
２
階
総

務
課
広
報
広
聴
係（
内
線
２
１
３
）・

各
支
所
地
域
振
興
課
・
博
物
館
又
は

ク
ロ
ス
10
へ
。

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
・
追
記
】

▼
１
月
25
日
号
15
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し

の
へ
や
の
開
催
日
は
18
日
G
で
は
な

く
正
し
く
は
25
日
G
で
す
。
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

▼
「
体
協
旗
」
デ
ザ
イ
ン
募
集
の
応

募
締
切
り
の
記
載
が
漏
れ
て
い
ま
し

た
。
締
切
は
３
月
５
日
A
で
す
。

▼
市
勢
要
覧
と
と
も
に
配
付
し
た
施

設
マ
ッ
プ
の
中
で
、慈
光
保
育
園（
北

新
田
１
）
の
記
載
が
漏
れ
て
い
ま
し

た
。
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

▼
十
日
町
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
に
出
稼
ぎ

中
の
（
玉
）
に
代
わ
っ
て
筆
を
と
り
ま
す
。

▼
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
３
部
門
上
位
入

賞
と
い
う
望
外
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た

（
Ｐ
15
）。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
関
係
職
員
、
印
刷
・
配
送
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
た
だ
た
だ
感
謝
で
す
。

▼
と
り
わ
け
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
の
が
、

市
報
を
各
家
庭
に
届
け
て
く
だ
さ
る
市
政
事

務
嘱
託
員
さ
ん
や
組
（
班
）
長
さ
ん
で
す
。

雨
の
日
も
風
の
日
も
雪
の
日
も
、
月
２
回
確

実
に
全
世
帯
に
届
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

豪
雪
の
こ
の
冬
は
特
に
難
儀
を
か
け
て
お
り
、

そ
う
い
う
一
人
ひ
と
り
に
支
え
ら
れ
て
の
受

賞
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。
笑

顔
で
市
報
が
配
ら
れ
、
開
か
れ
る
シ
ー
ン
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

紙
面
作
り
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

▼
高
床
式
の
２
階
の
窓
か
ら
、
降
っ
た
雪
と

下
ろ
し
た
屋
根
雪
で
で
き
た
雪
山
が
見
え
る

ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
庁
舎
２
階
の
窓
か
ら

も
、
い
す
に
座
っ
た
ま
ま
千
歳
公
園
の
雪
山

が
見
え
ま
す
。
例
年
に
な
く
早
い
降
雪
は
想

定
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
だ
っ
た
し
、
雪
下

ろ
し
の
回
数
も
例
年
の
倍
以
上
だ
っ
た
こ
の

冬
で
す
が
、
意
外
な
こ
と
に
、
２
月
６
日
現

在
の
積
雪
（
試
験
地
）
は
、
今
年
が
３
０
３

㎝
、
昨
年
が
２
９
８
㎝
、
ほ
ぼ
同
じ
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

▼
寒
波
が
来
た
と
思
っ
た
ら
雨
が
降
っ
た

り
、
小
春
日
和
だ
っ
た
り
…
最
近
の
よ
う
に

お
天
気
が
変
わ
り
や
す
く
な
る
の
も
春
が
近

づ
い
た
印
と
の
こ
と
で
す
。
雪
消
え
の
春
を

待
ち
遠
し
く
思
う
今
日
こ
の
頃
…
そ
う
、
ど

ん
な
に
豪
雪
の
冬

で
も
、
春
は
必
ず

や
っ
て
来
ま
す
か

ら
。

市
勢
要
覧
を
販
売
し
ま
す

●十日町市へ＝㈱第四銀行（500,000円）北越銀行㈱（500,000円）

㈱大光銀行（500,000円）新潟県信用組合（100,000円）全国

都市職員災害共済会（300,000円）桂歌助（120,333円）

●地域福祉基金へ＝故野上修平さんの御家族（高島１・100,000

円）柄澤龍雄（沖立・30,000円）

●情報館へ＝春日みどり（樽沢）福田浩一（本町7-2）塩井三作（新

潟市）東日本旅客鉄道㈱ 津南町教育委員会　津南町婦人会

1月25日届出分まで（敬称略）寄付ありがとう寄付ありがとう

市
税
の
納
付
方
法

確
認
の
お
願
い

十日町地域広域事務組合企画振興課
1757－2637 FAX757－2285

申込み・
問合せ

■対象イベント＝

大地の芸術祭に協賛して、７月１日～９月10日の間に行わ

れる新規の集客イベント（詳細は問合せてください）

■募集期間＝２月１日d～28日c

■補助金の内容＝

○補助率：必要経費から補助対象外経費を差し引いた　　　　

額の２分の１（有料イベントは３分の１）

○補助限度額：上限20万円（有料イベントは15万円）

○対象外経費：備品購入費・食糧費・人件費

■申請方法・締切り＝申請用紙に事業内容・計画などを記入し

て2月28日cまでに提出

イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。イベント開催の経費の一部を補助します。

十
日
町
寿
福
祉
会
職
員
募
集

～第３回大地の芸術祭～

協賛イベントを募集します

●必要書類など

【免税軽油使用者証交付申請】（新規・有効期間更新）

①耕作面積証明書（市農業委員会で発行）②印鑑③免

税対象機械の販売証明書及びカタログ④商業登記簿謄

本（法人のみ）⑤免税軽油使用者証交付申請書⑥誓約書

（会場に配置）⑦申請手数料450円分（使用者新規叉

は更新登録１人につき）⑧手数料納付方法＝県収入証

紙（第四・北越・大光の各銀行、県信用組合、十日町

地域振興局売店で販売）で納付

※免税軽油使用者証は２年ごとに更新手続きが必要で

す

※平成18年10月31日まで有効な免税軽油使用者証の

交付を受けている人は当該申請は不要です

【免税証交付申請】①免税軽油使用者証②耕作面積証

明書③印鑑④免税証交付申請書（会場に配置）

●注意事項

①春耕分、秋耕分及び収穫分の免税証をまとめて交付

②免税対象機械を新規・変更登録する場合は、当該機

械の販売証明書（販売店で発行）とカタログを持参

●次の場合、免税証などを交付できないことがあります

①免税軽油使用者証・免税証の返納を命ぜられ、その

日から起算して２年を経過しない場合②国税または地

方税の滞納処分を受け、その滞納処分の日から起算し

て２年を経過しない場合③国税・地方税などに関する

法令の規定により一定以上の刑に処せられ、一定の期

間を経過しない場合など④「免税軽油の引取り等に係

る報告書」を提出していない場合

●日時＝３月8日D・9日E午前９時～午後4時　　●会場＝県十日町地域振興局１階

農業用軽油に係る免税証交付申請などの一斉受付を行います

●問合せ＝県十日町地域振興局県税部課税課
（1７５７－５５１２）

雪
害
に
よ
り
所
得
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す

18
年
度
学
校
体
育
施
設

開
放
事
業
利
用
申
込
み

十
日
町
市
体
育
協
会

パ
ー
ト
職
員
募
集

（福）

【期　間】平成18年２月10日f～
３月９日e（必着）

【送付先】〒948-8501 十日町市千歳町3丁
目3番地　総合政策課行革協働係
FAX  025-752-4635 メール　th-sogo
@city.tokamachi.ni igata.jp

【問合せ】
総合政策課行革協働係（内線）232

合併後の効率的な行政運営の仕組みづくり
のため、市では現在、行政改革大綱（十日町
市行政創造プラン）を策定しています。行政
改革推進委員会と行政が10月から検討して
きた大綱の試案がまとまりました。この試案
に対し、パブリックコメントを募集します。
ご意見は、郵便・ファクシミリ・電子メール
でお寄せください。
【試案は次の方法でご覧いただけます】
①市役所本庁総合政策課・支所地域振興課　
②地区公民館　③市のホームページ

パブリックコメントを
募集します

～ 行政改革大綱 ～

（優） （わ）

人
間
ド
ッ
ク
締
切
り
ま
す

第
３
号
被
保
険
者
の

お
知
ら
せ

トオカマチシコウホウ
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■
編
集
/総
務
課
広
報
広
聴
係

ラ
ク
ダ
ロ
ボ
ッ
ト

動物の中で一番好きなラクダのロボットを作ったんだ。お父さんお母さんからも空き箱を分けてもらって。こぶにはビーズをはってあるんだよ。

村山春輝さん（１年）

お
兄
ち
ゃ
ん
と

カ
ー
ト
で
ゴ
ー

夏休みにお兄ち
ゃんとカートで

競

争したときのこ
とをかいたんだ

。ハ

ンドルの形を工
夫して、レーシ

ング

カーみたいにか
っこよくできた

よ。

羽根川周平さん
（２年）

昼
休
み
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ドリブルで一人かわしたところを描きました。めがねを残して顔を彫るのが大変でしたが、ボールや足の動き、顔の表情がうまく出ました。

小林洋祐さん（６年）

市民の動き

水
沢
小
学
校

8

水沢の伝統芸能
「石場かち」

石
場
か
ち
が
始
ま
る
直
前
を
版

画
に
し
ま
し
た
。
文
字
を
彫
る
の

が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
髪
の
毛
な

ど
人
の
姿
や
全
体
の
感
じ
が
う
ま

く
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

樋
口
大
樹
さ
ん
（
４
年
）

がんばった
ランニング大会

う
し
ろ
の
子
か
ら
追
い
越
さ
れ

な
い
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
私

を
か
い
た
の
。
色
ぬ
り
が
難
し
か

っ
た
け
ど
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
な
姿
が
か
け
た
と
思
う
。

井
口
菜
穂
さ
ん
（
３
年
）

たくさん草をか
るぞZ

夏
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
手
伝
っ
て
家
の

庭
の
草
か
り
を
し
ま
し
た
。
一
番
長
い
草

を
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
腕
を
大
き

く
描
い
て
力
強
さ
を
出
し
ま
し
た
。
か
り

取
っ
た
草
が
う
ま
く
表
現
で
き
ま
し
た
。

高
野
智
行
さ
ん
（
５
年
）

20市報とおかまち『だんだん』平成18年2月10日号

■人　口 63,406人（－48） 男 31,090人（－21） 女 32,316人（－27）
■世帯数 19,845世帯（－11） 1月末現在（ ）は前月からの増減

しゅうへい

はる き

ようすけ

だ
い

き

携帯サイト

な

ほ

と
も
ゆ
き

トオカマチシコウホウ


	表紙　豆まきと熱唱
	特集　農をビジネスに　〜農家民宿開業のすすめ〜
	総合計画　基本構想を答申
	全国大会に69選手が出場
	18年4月から障害者福祉制度が大きく変わります
	地域の風〜支所からの便り〜
	ときめきネットワーク
	ここにムラあり
	あいどるきゃっち
	元気予報
	まちの話題　タウントピックス
	ほっこりラジオ・エフエム十日町が開局
	女子レス浜口・山本選手が豪雪見舞い
	国会に伝えてほしい重さ
	復興へ向けてドンドコドン
	星取りにわく松代地域の大相撲初場所
	熱演に喝采　妻有演劇まつり
	市報が知事賞2冠！
	AEDで早い応急手当を
	融雪作業の強力助っ人参上

	未来の国体・オリンピック選手を目指して
	第20回上石杯争奪十日町市松代クロスカントリースキー選手権大会
	第1回十日町地区小学校親善スキー大会

	お知らせ・ガイド
	〜’06in十日町市男女共同参画フォーラム〜「十日町発→未来行き」
	〜行政改革大綱〜　パブリックコメントを募集します
	農業用軽油に係る免税証交付申請などの一斉受付を行います
	寄付ありがとう
	〜第3回大地の芸術祭〜　協賛イベントを募集します

	ジュニア芸術祭

